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アスリートをサポートする「スポーツ外来」

スポーツ外来では、スポーツに関連したさまざまな整形外科的なトラブルに対し、スポーツ整形外科専門医が適切

な診断、治療、アドバイスをさせていただきます。現在、小中高生・大学生の部活動スポーツ選手を中心に、プロス

ポーツ選手、実業団スポーツ選手、趣味としてスポーツを行っている方など多くの患者さんが通院しています。
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スポーツの現場で選手をサポート

スポーツ外傷・障害からの復帰を目指す

医師紹介

94人

うち

22件

うち

19件

疾患に応じて、スポーツ医学に精通した理学療法士が筋力訓練やストレッチ、関節の動きの改善を行います。その際に

エコー（超音波）を用いることで痛みの部位の特定や炎症などの血流評価、筋肉や関節を実際に動かしながらバランス

の悪い動きを正確に評価します。スポーツ障害では、痛みのある部位だけでなく、障害の原因となっている要素が他に

存在する場合が多く（例えば、下半身の関節が硬かったり、投球フォームが悪かったりすることで生じる投球障害肩や、

足の変形で膝・下腿などに問題を起こす、など）、その根本的な原因をなくすような指導と治療を行います。

手術は主に関節鏡で行っています。低侵襲で機能回復が早いことが特徴です。当院でも膝、肩関節を中心に積極的に

行っています。

また、新しい治療として、体外衝撃波治療とPRP（多血小板血漿）療法を導入しています。体外衝撃波治療は皮膚の上

から衝撃波を患部に照射する治療で、膝蓋腱炎やアキレス腱炎などの腱付着部症などに対して除痛効果や組織修復促

進効果を目的に使用します。また、当院で採用している拡散型体外衝撃波は筋・筋膜の滑走性や柔軟性改善などコン

ディショニングとしても有用であり、積極的に活用しています。

患者さんの血液を利用した 再生医療 ～PRP療法～

整形外科総合治療センター
スポーツ・リハビリテーション科 副部長

渡辺 大樹 （わたなべ だいき）

■資格

日本整形外科学会専門医
日本スポーツ協会認定スポーツドクター
日本整形外科スポーツ医学会会員
日本臨床スポーツ医学会会員
日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
(JOSKAS)会員
日本肩関節学会会員
SC相模原チームドクター

貴院を受診され、当院スポーツ・リハビリテーション科受診を要する患者さんがおられましたらご連絡ください。

専門医が適切な診断・治療をいたします。専門外来は火曜日・金曜日に行っております。

近年健康増進のためにスポーツはますます盛んになってきています。スポーツではいろいろな整形外科的疾患を生じ

ることがあり、これらはスポーツ外傷とスポーツ障害に大きく分けることができます。スポーツ外傷とはスポーツ中に起

こったケガのことで、スポーツ障害とはスポーツを繰り返し行うこと（つまり使いすぎ）で生じてくる身体の障害です。

血液の中には「血小板」とよばれる血液を固まらせる細胞があります。怪我をした時の傷の修復にはこの血小板が重要な

役割を果たします。なぜなら、血小板には炎症を抑えたり、組織を修復したりする成長因子とよばれるタンパク質が多く含

まれているからです。PRPとは「Platelet Rich Plasma」の略語で、日本語で「多血小板血漿（けっしょう）」といいます。

患者さんから採取した血液を、高速回転で分離する装置にかけることで、血小板を多く含む血漿を作ることができます。こ

のPRPを患部に注射することにより、痛みの緩和や早期治癒の効果が期待できます。

PRP療法は保険診療として治療ができず、自由診療となります。一回のPRP療法にかかる費用は、3万円（左右両方の場

合5万円）となります。膝関節内の治療は原則的に約4週間の間隔をあけて3回行いますが、病状、部位などにより変更し

ます。

理学療法士による体外衝撃波治療

体外衝撃波治療機器

相模原協同病院 TEL：042-761-6020（代）へご連絡ください。


